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働くルールの確立で

人間性の回復を

露わになる(株)明治の異常体質

－不祥事の告発包囲運動＆主文「棄却」取消し地裁闘争－

昨
年
来
、
明
治
の
異
常
企

業
体
質
を
象
徴
す
る
不
祥
事

は
、
「学
校
給
食
用
牛
乳
異
臭

事
件
」
と
、
「高
カ
カ
オ
チ
ョ

コ
で
脳
の
若
返
り
」
等
、
消

費
者
を
欺
く
誇
大
広
告
で
す
。

明
治
は
、
学
乳
異
臭
事
件
の

原
因
を

「乳
牛
の
飼
育
環
境

や
餌
」
に
転
嫁
し
、
さ
ら
に

子
供
た
ち
の
感
性
に
す
り
替

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内
閣

府
と
の
共
同
研
究
の
初
期
段

階
で
、
比
較
検
証
も
論
文
発

表
も
な
い
研
究
内
容
を
、
「高

カ
カ
オ
チ
ョ
コ
の
効
果
」
等

と
誇
大
宣
伝
し
、
消
費
者
を

欺

い
て
利
益
拡
大

に
狂
奔
。

こ
の
異

常
企
業
体
質
が
衆

議
院
と
参
議
院

の

「消
費
者
問
題
特
別

委
員
会
」
で
追
及

さ
れ
ま
し
た
。
衆

議
院

（
４
月
３
日
）

で
は
、
畑
野
君
枝

議
員
が

「高
カ
カ

オ
チ
ョ
コ
の
効
果
」

に

つ
い
て
、
検
証

委
員
会
で
否
定
さ

れ
た
以
後
も
明
治

は
、
「チ
ョ
コ
効
果
」
を
Ｈ
Ｐ

で
宣
伝
し
て
い
る
と
厳
し
く

指
摘
。
担
当
大
臣
は

「早
急

に
対
処
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」

と
答
弁
。
ま
た
、
「学
乳
異
臭

事
件
」
は
参
議
員

（
４
月
13

日
）
で
山
添
拓
議
員
が
追
及
。

明
治
が
原
因
を
酪
農
民
や
子

供
た
ち
の
感
性
に
転
嫁
し
て

い
る
問
題
で
は
、
担
当
大
臣

が

「異
臭
の
原
因
は
特
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
」
と
答
弁
す

る
等
、
真
の
原
因
を
隠
蔽
す

る
明
治
の
企
業
体
質
が
厳
し

く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

争
議
団
と
支
援
共
闘
会
議

は
、
明
治
が
２
０
２
０
東
京

オ
リ

・
パ
ラ
組
織
委
員
会
と

ゴ
ー
ル
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
契
約

を
結
び
、
選
手
ら
に
乳
製
品
・

菓
子
の
提
供
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
で
、
組
織
委
員
会
に

要
請
と
情
報
提
供
を
続
け
て

い
ま
す
。
組
織
委
員
会
は
資

材
の
調
達
基
準
と
し
て
、
「労

働
者
の
諸
権
利
が
法
令
に
照

ら
し
確
保
さ
れ
て
い
る
物
品
・

サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
を
求
め

る
」
と
定
め
ま
す
。
こ
の
基

準
に
明
治
の
企
業
体
質
が
適

合
す
る
か
が
厳
し
く
問
わ
れ

ま
す
。
私
た
ち
の
要
請
項
目

は
、
①

「調
達

コ
ー
ド
」
に

基
づ
き
明
治
の
企
業
体
質
を

正
確
に
把
握
し
た
う
え
で
判

断
さ
れ
る
こ
と
。
②
労
働
争

議
な
ど
の
な
い
健
全
な
企
業

体
質
を
調
達
契
約
の
前
提
と

さ
れ
る
こ
と
の
二
点
で
す
。

国
会
で
の
追
求
な
ど
、
（株
）

明
治
の
異
常
企
業
体
質
を
決

定
的
に
包
囲
し
、
攻
勢
的
な

地
裁
闘
争
と
の
両
輪
で
、
必

ず
解
決
局
面
を
切
り
拓
く
決

意
で
す
。

明
乳
争
議
団
と
同
支
援
共
闘
会
議
は
、
不
当
労
働
行
為
と
集
団
間
格
差
を
明
確
に

認
定
し
た
中
労
委
命
令
を

「潮
目
の
変
化
」
と
位
置
づ
け
、
①
異
常
企
業
体
質
を
告

発
包
囲
し
経
営
責
任
を
鮮
明
に
す
る
。
②
中
労
委
命
令
を
踏
ま
え
た
地
裁
の
闘
い
で
、

勝
利
判
決
を
確
実
に
す
る
。
二
つ
の
角
度
か
ら
総
力
戦
を
展
開
し
、
全
面
解
決

へ
の

道
筋
を
切
り
拓
く
決
意
で
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

こ
の
企
業
体
質
、

食
材
提
供
は
ム
リ
！

（株）明治(京橋エドグラン)座り込み

国
会
で
暴
か
れ
た
異
常
企
業
体
質

次つぎ
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明
乳
争
議
支
援
千
葉
県
共
闘
会
議
議
長

高
橋

成
悟

さ
ん

私
が
明
治
乳
業
に
か
か
わ
っ
た
の
は
、

27
年
前
、
松
戸
労
連
事
務
局
長
の
時
、

千
葉
労
連
の
争
議
支
援
の
全
県
キ
ャ
ラ

バ
ン
で
、
明
治
乳
業
市
川
工
場
前
行
動

に
参
加
し
た
の
が
出
発
点
で
し
た
。

そ
こ
で
明
乳
の
組
合
乗
っ
と
り
や
労

働
者

へ
の
徹
底
し
た
差
別
と
人
権
侵
害

の
実
態
を
知
り
、
驚
き
と
怒
り
に
胸
が

い
っ
ぱ
い
な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
ま
さ
に

「教
科
書
と
お
り
」
の
労

働
者
弾
圧
の
姿
で
し
た
。

そ
の
後
、
千
葉
の
支
援
活
動
の
停
滞

も
あ
り
、
か
か
わ
り
が
薄
く
な
っ

た
の
で
す
が
、
15
年
前
に
支
援

共
闘
会
議
の
再
構
築
に
際
し
て
、

千
葉
労
連
の
副
議
長
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
共
闘
会
議
に
か

か
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
勝
利
判
決
を
必
ず
勝
ち
と

る
た
め
運
動

の
総
ま
と
め

と
し
て
奮
闘

し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

明乳争議と私

今後の日程
ご参加ご支援よろしくお願いします

●第３１次 座り込み行動
(株)明治（京橋エドグラン）

５月２３日（水） １２時～１３時

‘２０オリ・パラ競技組織委員会
虎ノ門ヒルズ前宣伝・要請

５月２３日（水） １４時～１５時

●東京地裁第７回口頭弁論期日
７月５日（木）１１時３０分 ５２７号法廷
※今後の訴訟指揮が執られます重要な弁論期

日になります。傍聴席満席へのご支援お願

いします。

※上記各行動へのご支援をお願いします。

株式会社明治・明治HDへ

抗議の不買意思署名にご協力を！

東京地裁からの「和解勧告」を拒否す

る明治。一方、学校給食牛乳の「異臭」

事件の原因を酪農家の飼育環境、子ども

たちが｢敏感」すぎることにあったとす

る明治経営者の異常な姿勢に、不祥事36

件の反省が一欠片も見えない明治に、抗

議の不買意思を伝える署名を取り組んで

いますのでご協力下さい。

明治HDに直接FAXを、又は争議団事務所

までお送り下さい。署名用紙、争議団ホー

ムページからダウンロードできます。

●大阪労連争議支援総行動
みずほ銀行大阪支店前

５月２４日（木） ～

●全労連・東京地評争議支援総行動
（株）明治本社 京橋エドグラン前

５月２４日（木） １６時４０分～



中
労
委
命
令
は
、
不
当
労
働
行
為
と

集
団
間
格
差
の
存
在
を
明
確
に
認
定
し

な
が
ら
、
「救
済
年
度

（平
成
５
年
）

に
不
当
労
働
行
為
が
認
め
ら
れ
な
い
」

と
し
て
、
「累
積
格
差
の

一
括
是
正
」

を
否
定
し
主
文

「棄
却
」
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
「付
言
」
を
特
記
し
、
会
社

の
不
当
労
働
行
為
意
思
は

「非
難
を
免

れ
得
な
い
」
と
断
罪
。
格
差
の
存
在
も

「紛
れ
も
な
い
事
実
」
と
断
定
。
そ
の

上
で
、
解
決

へ
の
決
断
を
会
社
に
強
く

提
起
す
る
な
ど
、
そ
の
内
容
は
明
治
乳

業
争
議
が
初
め
て
得
る
も
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
東
京
地
裁
民
事
１
９
部

（春

名
裁
判
長
）
も

「付
言
」
を
重
く
受
け

止
め
、
「和
解
勧
告
」
で
会
社
に
決
断

を
求
め
た
の
で
す
が

（株
）
明
治
は
頑

な
に
拒
否
し
、
株
主
総
会
で
は

「付
言

に
法
的
効
力
は
無
い
」
と
公
言
、
不
当

に
も
争
議
継
続
に
し
が
み
つ
い
て
い
る

の
で
す
。

地
裁
で
の
主
張

・
立
証
の
目
標
は
、

多
く
の
大
企
業
争
議
が
救
済
さ
れ
た
判

断
手
法
と
同
様
に
、
昭
和
40
年
代
後
半

か
ら
救
済
年
度

（平
成
５
年
）
を
含
め

て
存
在
す
る
、
不
当
労
働
行
為
の
一
貫

性

・
継
続
性
の
認
定
を
前
提
に
、
「
（修

正
）
大
量
観
察
方
式
」
に
基
づ
き
集
団

間
に
存
在
す
る
累
積
格
差

（救
済
年
度

で
平
均
97
万
円
）
の
認
定
を
正
確
に
行

い
、
典
型
的

「不
当
労
働
行
為

・
差
別

事
件
」
と
し
て
の
判
断
を
獲
得
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
①
争
点

を
論
破
す
る
主
張
書
面
を
出
し
切
る
②

証
人
採
用
を
前
提
に
異
常
な
攻
撃
や
原

告
ら
の
人
間
像
を
鮮
明
に
す
る
③
月
例

の
地
裁
前
宣
伝
と
併
せ
書
記
官
要
請
を

継
続
し
心
証
形
成
を
目
指
す
こ
と
等
で

す
。
争
議
団

・
共
闘
会
議

・
弁
護
団
は
、

地
裁
対
策
に
奮
闘
す
る
と
同
時
に
、
異

常
企
業
体
質
の
告
発
包
囲
運
動
に
総
力

を
結
集
し
、
東
京
地
裁
を
舞
台
に
再
び

解
決
局
面
を
切
り
拓
く
決
意
で
闘

っ
て

い
ま
す
。

勝
利
判
決
に
向
け
全
力

解
決
局
面
に
も
総
力

(２)

第5回口頭弁論期日 報告集会

「明
治
よ

ま
た
か
！
」
＝
４

月
19

日
発
売
の

『
週
間
文
春
』

で

「明
治
Ｒ
ー
１
ス
テ
マ
疑
惑
」

の
記
事
が
３
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ

て
掲
載
さ
れ
、
音
声
デ
ー
タ
を

含
め
リ
ア
ル
に
報
じ
ら
れ
ま
し

た
。明

治
の
ス
テ
マ
問
題
は
、
す

で
に
２
０
１
５
年
９
月
に
岩
手

放
送
が
放
送
し
た
番
組
に
疑
惑

が
浮
上
し
数
社
の
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
さ
に

「ま

た
か
」
の
再
犯
で
す
。

今
回
の
疑
惑
は
、
関
西
方
面
に
ネ
ッ

ト
を
張
る
毎
日
放
送

（
Ｍ
Ｂ
Ｓ
）
が

「予
約
殺
到
！
ス
ゴ
腕
の
専
門
外
来
ス

ペ
シ
ャ
ル
」
と
い
う
番
組
で
３
回
に
も

わ
た
っ
て
報
じ
て
お
り
、
１
回
は
岩
手

放
送
よ
り
前
に
放
送
。
２
回
は
そ
の
後

に
報
じ
た
も
の
で
あ
り
、
何
ら
の
反
省

も
無
く
実
施
。
同
じ
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
で
行
な

わ
れ
て
お
り
、
風
邪
予
防
以
外
に
も
ガ

ン
細
胞
を
攻
撃
す
る
と
も
し
て
い
ま
す
。

疑
惑
を
裏
付
け
る
音
声
デ
ー
タ
に
よ

る
と

「２
千
万
円
は
明
治
か
ら
お
金
が

出
て
い
る
の
は
当
然
…
」
「い
や
い
や
、

明
治
な
ん
か
も
う
本
当
に
さ
、
あ
り
得

な
い
ぐ
ら
い

『
行

っ
ち
ゃ
っ
て
く
れ
』

（放
映
し
て
く
れ
）

っ
て
い
っ
て
い
る

よ
」
と
、
金
も
指
示
も
明
治
か
ら
出
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

昨
年
、
明
治
の
ス
テ
マ
を
取
り
上
げ

た
経
済
誌

『
Ｚ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
』
で
は
、

疑
惑
は

「煮
え
切
れ
な
い
形
で
幕
引
き

に
な
っ
た
」
と
報
じ
ま
し
た
が
、
消
費

者
無
視
の
経
営
は
い
ま
も
続
き
ま
す
。

明治が、脳が若返り血圧を下げる

などと誇大宣伝する高カカオチョコ

には、重大な健康障害のリスクがあ

ると、10年前から国民生活センター

が関係機関に対策を要望しています。

同チョコは脂質が多くエネルギー

が高い。利尿・興奮作用をおこす要

素を含み、アレルギーを起こす人も

いる。近年は残留農薬やカビ毒など

も検出。積戻しや廃棄がおこなわれ

ており、摂取には注意が必要な食品

であるといいます。同センターは、

業者にカフェイン量の表示などを要

望。行政にはカドミウム量の基準等

の検討を求めています。明治はこう

した負の側面には目をつむったまま

営業し暴利を上げているのです。

高カカオには

健康リスクがある
10年前から国民生活センターが警告

明治よ またか！

Ｒ
ー
１
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
ス
テ
マ
疑
惑

(３)

山
添
拓
議
員
は
４
月
13

日
、

持
ち
時
間
の
大
半
を
こ
の
問

題
に
関
し
て
質
問
。
昨
年
９

月
に
発
生
し
た
学
乳
異
臭
事

件
で
会
社
明
治
は
衛
生
上
、

保
健
所
も
県
の
立
ち
入
り
で

も
問
題
は
な
か
っ
た
と
発
表

し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

「異
味

・
異
臭
の
原
因
は
特
定

さ
れ
た
の
か
」
と
た
だ
し
ま

し
た
。

厚
労
省
担
当
者
は
、
諸
検

査
の
結
果
は
問
題
な
か
っ
た

が

「最
終
的
に
は
確
認
で
き

な
か
っ
た｣

と
回
答
。
こ
れ
は

明
治
が
子
ど
も
は
味
に
敏
感

と
云
い
、
原
因
が
飼
育
環
境

に
あ
る
と
し
て
酪
農
家
ら
に

押
し
付
け
て
い
る
こ
と
と
く

い
ち
が
う
物
で
あ
り
信
用
性

に
欠
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

山
添
議
員
は
、
特
定
さ
れ

て
い
な
い
問
題
を
あ
た
か
も

確
定
し
た
と
す
る
明
治
の
態

度
を
批
判
し

「正
確
で
は
な

い
発
表
は
止
め
る
よ
う
指
導

す
る
べ
き
]
と
指
摘
し
ま
し

た
。一

方
、
山
添
議
員
は
、
内

閣
府
と
明
治
が
共
同
研
究
し

て
い
た
高
カ
カ
オ
チ
ョ
コ
に

「脳
が
若
返
る
可
能
性
が
あ
る｣

と
不
適
切
な
宣
伝
を
し
た
問

題
で
は

「研
究
途
中
に
結
論

を
得
た
か
の
よ
う
に
宣
伝
す

る
の
は
問
題
]
と
指
摘
。
内

閣
府
は

「適
切
で
な
か
っ
た
。

チ

ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
し
た

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

山
添
議
員
は
、
「明
治
は
あ

や
ま

っ
た
情
報
を
国
民
に
流

し
て
、
い
ま
だ
に
謝
罪
し
て

い
な
い
。
オ
リ

・
パ
ラ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な

い
」
と
し
適
切
な
指
導
を
求

め
た
の
に
対
し
福
井
国
務
大

臣
は

「検
討
し
て
判
断
す
る｣

と
し
ま
し
た
。

明
治
が
引
き
起
こ
し
た
学
乳
異
臭
事
件
と
チ
ョ
コ
の
誇
大
宣
伝
な
ど
の
不
祥

事
に
つ
い
て
、
衆
議
院
で
は
日
本
共
産
党
の
畑
野
君
枝
議
員
が
、
参
議
院
で
は

同
党

山
添
拓
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
衆
参
、
消
費
者
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で

取
り
上
げ
質
問
し
ま
し
た
。

山
添
議
員
＝
異
臭
原
因
は
何
か
？

厚
労
省
＝

「確
認
で
き
な
か

っ
た

畑
野
議
員
は
４
月
３
日
、
内
閣
府

が
３
月
に
高
カ
カ
オ
チ
ョ
コ
が
脳
の

若
返
り
に
効
果
と
す
る
宣
伝
は
不
適

切
と
し
た
後
も
、
明
治
は
依
然
と
し

て

「効
果｣

宣
伝
を
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て

「余
り
に
も
不
見
識
だ
」
と

た
だ
し
ま
し
た
。
共
同
研
究
は
中
止

に
な

っ
て
い
る
の
に

「内
閣
府
の
お

墨
付
き
を
受
け
た
よ
う
な
誇
大
宣
伝

が
、
今
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
堂
々
と

載

っ
て
い
る
。
立
証
さ
れ
て
い
な
い

研
究
を
自
社
商
品
の
売
り
上
げ
促
進

に
利
用
し
て
よ
い
の
か
」
と
指
摘
。

国
務
大
臣
は

「ご
指
摘
の
点
、
早
急

に
対
応
す
る｣

と
答
え
ま
し
た
。

明治の不祥事 衆・参両院で質問
－学乳異臭事件 チョコの誇大宣伝ー

高カカオチョコ内閣府から再検証の経過を聴取

畑野議員 今も「脳若返り」宣伝は“不見識”

これでは買えない 食べられない 明治の製品

学乳異臭事件で厚労省から聴取


